
船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月２９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 作業員負傷 

発生日時 令和７年４月２１日 ２２時００分頃 

発生場所 境
さかい

港昭和北１号岸壁 

 境港防波堤灯台から真方位２６１°７７０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°３３.１′ 東経１３３°１５.８′） 

事故の概要  漁船長福
ちょうふく

丸が離岸作業中、作業員が負傷した。 

事故調査の経過  令和７年４月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）を指名した。 

 なお、後日、１人の地方事故調査官を新たに指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 長福丸、９５トン 

 １４０１２８、丸嘉漁業有限会社 

 ２９.０１ｍ×６.２０ｍ×２.６０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、７３５kＷ、平成１７年１月２７日 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗組員等に関する情報 船長 ３５歳 

 六級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 令和４年７月２２日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和４年７月２２日 

写真１ 本船 
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  免状有効期間満了日 令和９年７月２１日 

漁労長 ６５歳 

 五級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和５７年８月２０日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和６年６月２５日 

  免状有効期間満了日 令和１１年８月１９日 

 五級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 平成元年８月２５日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和６年６月２５日 

  免状有効期間満了日 令和１１年８月１９日 

乗組員Ａ ６４歳 

作業員Ａ ２３歳 

 死傷者等 重傷 １人（作業員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  本船は、船長、漁労長及び乗組員Ａほか６人（日本国籍４人、イン

ドネシア共和国籍２人）が乗り組み、境港昭和北１号岸壁（以下「本

件岸壁」という。）に左舷着けで係留中、令和７年４月２１日２２時

頃、乗組員が離岸作業を開始した。 

 船長及び漁労長は、船橋で操船に当たり、乗組員Ａほか３人を左舷

船尾部に配置し、本件岸壁のビット*1（以下「本件ビット」という。）

に取った係留索（以下「本件係留索」という。）を最後に取り込むこ

ととした。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本件係留索は、本件ビットにバイト（船側から繰り出した索を岸壁

のビットに回し掛けること）に取られた状態で、先端のアイ（ロープ

端の輪になった部分）がフェアリーダーを介して左舷船尾部の係船柱

（以下「本件たつ
．．

」という。）に掛けられ、後端が本件たつ
．．

に３回程

 
*1 「ビット」とは、船舶の係留時にロープ（綱）を固定するための杭のことをいう。 

乗組員Ａ 

漁労長 

船長 

船首楼甲板 

上甲板 

本件係留索 

本件ビット 本件たつ
．．

 

フェアリーダー 

図１ 乗組員配置及び本船係留状況 
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巻かれて係止されていた 。（図２、写真２～４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本船は、微速前進で離岸操船を続けていた時、本件係留索が緊張し

た状態となった。本件岸壁の向かいに所在する会社（以下「本件会

社」という。）の社員でこの状態を見ていた者（本船とは契約関係に

なく、ただ単に本船が離岸するところを見ていただけである。以下

「作業員Ａ」という。）は、緊張した本件係留索を本件ビットから外

そうと思い、本件ビットに近寄った。この時、本船の乗組員は、作業

員Ａが本件ビットに近づいていることに気付いていなかった。（図３

参照） 

 

 

 船舶の係留方法は、係留索のアイをビットに掛けて係留するほか、陸上側に係留索を外す人がいない場合、船側

が自力で離岸できるよう、ロープの後端を船側に固定させ、ロープをビットに回し掛けた後、ロープの先端を船側

で固定させる方法がある。本船の場合、本件係留索は、後端のアイが左舷船尾部の本件たつ
．．

に掛けられた状態で、

先端がフェアリーダーを通って繰り出され、本件岸壁の本件ビットに回し掛けられた後、再びフェアリーダーを 

通って本船に戻り、本件たつ
．．

に３回程巻かれて係止されていた。離岸する際は、本件たつ
．．

に巻かれた先端のロープ

を解いて放し、本船の速力を微速前進としながら、左舷船尾部に配置された乗組員が本件係留索を手繰り寄せて船

内に回収する。 

写真４ 本件たつ
．．

に繋
つな

がれている本件係留索 

本件係留索 

本件ビット 

写真３ 本件係留索がバイトに取られた状態 

写真２ 係留索がフェアリーダーを介した状態 図２ 本件係留索の係止 

フェアリーダー 

係留索を解いて放す 

船首方 

本件たつ
．．

 

後端のアイ 先端のアイ 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本船は、微速前進に伴って本件係留索が本件ビットから外れ、左舷

船尾部に配置していた乗組員Ａが船内に回収し、漁場へ向かった。 

 船長は、船橋から後方を見た際、本件岸壁で人が倒れていることに

気付き、また、僚船から「本件岸壁に負傷者がいる」旨の連絡を受

け、本件岸壁に引き返すこととした。 

 作業員Ａは、本件ビットに近寄った際、本件たつ
．．

から解かれた本件

係留索の端末が跳ねて左下半身に当たった。なお、この状況を目撃し

た者はいなかった。 

 作業員Ａの同僚は、本件ビットの近くで倒れている作業員Ａを発見

し、意識があることを確認した後、１１９番通報した。 

 作業員Ａは、病院に搬送され、左大腿
たい

骨骨幹部骨折と診断された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 乗組員Ａの経験 

   乗組員Ａは、約２５年の漁業経験があった。 

(2) 作業員Ａの本件岸壁での手伝い 

  ① 作業員Ａは、船舶が本件岸壁から離岸する際、本件会社から

は離岸作業を手伝うよう命じられていないものの、自らの意思

でビットから係留索を外しており、以前危険を感じたことも 

あったが、負傷することなく複数回手伝っていた。 

  ② 作業員Ａは、本事故当日、本船乗組員から本船の離岸作業に

関して手伝うことは求められていなかった。 

(3) 離岸時の本件係留索 

   本船は、ふだんから、本件たつ
．．

に繋がれている係留索の先端を

解いて海上に放すことで、ビットに掛かった係留索を外してお

り、岸壁にいる人が手伝わなくても出港できていた。 

(4) 本件係留索 

   本件係留索は、合成繊維製のロープで、両端にアイが付いた重

図３ 作業員Ａが本件ビットに近づいたイメージ 

作業員Ａ 

本船 

本件岸壁 
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量約９０kg、直径約５５mm、全長約５０ｍで、海水に浮くもので

あった。本事故発生時、損傷はなかった。 

(5) 係留索への注意喚起 

   本件会社の責任者は、係留索を安全に外せる場合は手伝うこと

も可能であるが、係留索が緊張した状況では近づかないよう、社

員に対して指導していた。 

(6) 作業員Ａの着衣 

   作業着、軍手、安全長靴を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 本船は、出港時、岸壁で係留索を外す要員がいなくとも、船尾

に配置された乗組員が係留索を引くことによって外せるよう、係

留索をバイトに取っていたものと考えられる。このため、岸壁で

の作業は必要なく、本事故時、作業員Ａに対し、本船側からも本

件会社側からも係留索を外すよう求めていなかった。 

(2) 本件会社は、社員に対し、岸壁で係留索を外す作業については

必ずしも求めていなかったが、緊張した係留索には近づかないよ

う安全指導を行っていた。しかし、作業員Ａは、以前から負傷す

ることなく複数回手伝っていたことから、慣れが生じ、本件係留

索が繋がれた本件ビットに近づくことが危険との意識が低かった

ものと考えられる。 

(3) 本船船尾に配置された乗組員は、作業員Ａが本件ビットに近づ

いていることに気付いておらず、本件係留索の危険性について注

意喚起していなかった。 

(4) (1)～(3)から、作業員Ａは、本件係留索を本件ビットから外そ

うと思い、本件ビットに近づいたことから、緊張した本件係留索

の端末が跳ねて左大腿部に当たり、骨折したものと考えられる。 

(5) 本件会社は、作業員Ａが自らの判断で離岸作業を手伝っている

ことから、ビットの近くでは係留索が跳ねて危険なことを社員に

対して改めて周知する必要があると考えられる。 

(6) 本船は、本件岸壁から離岸した後、船長が本件岸壁に負傷者が

いることに気付いたが、陸上側に危険が伴う場所で作業する者が

いないか周囲を確認し、作業しようとする者を見付けた場合、離

岸作業を一旦中断するか、危険な場所から離れるよう注意喚起す

る必要があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が離岸作業中に本件係留索が緊張した際、作

業員Ａが本件係留索を外そうと自ら判断して本件ビットに近づいたた

め、跳ねた本件係留索が作業員Ａの左大腿部に当たったことにより発
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生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・離着岸作業中の船舶の周囲など危険が伴う場所には、関係者以外

は近づかないこと。 

 ・係留索をビット等から外す作業に従事する者は、係留索が緊張し

ている場合は近づかないこと。また、係留索がバイトに取られて

いる場合は、係留索を外すことを控えること。 

 ・前後部配置の乗組員は、出港時、周囲の安全に常に注意を払うと

ともに、岸壁等で係留索を扱う者に不安全な行動（緊張した係留

索への接近等）が認められた場合は、躊躇
ちゅうちょ

なく注意喚起するこ

と。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根県 

松江市 

鳥取県 

境港市 

境港防波堤灯台 

（事故発生場所 
令和７年４月２１日 
２２時００分頃発生） 

× 

本件会社 

× 
作業員Ａ 

本船 本件ビット 

本件係留索 

境 港 

鳥取県 

境港市昭和町 

境 港 


